　「Master Zoaraym's Tale」訳本

　「Zoaraym師の物語」

　著者：Gi'Nanth
　Torvalの〈双月舞踏〉寺院〔Temple of Two-Moons Dance〕は、数百年もの長きに亘って、格闘家たちにとってTamriel全土の内でも最上の修練の地であった。そこで、帝国全土から訪れる様々な年頃の弟子を相手にする師匠は、古より伝わる技術と最新の各種の流派を彼らに教え込むことになる。そうして卒業した数々の学生たちは、素晴らしい名声を得るところとなったのである。私自身、そこで修行を積んでいた。その少年であった時分に、私の最初の師匠であるZoaraymに対して次のように尋ねたことを覚えている。今までの弟子の内で、この寺院の教えを最も良く学び取ったと思われる学生は誰であるのか、と。
　「その男に会った時には、私自身、まだ教師ではなくて学生の身だったよ」追憶の微笑を浮かべる彼は、そのシワだらけの顔をbathrumの木の萎びた実のように更にシワクチャにさせながら言った。「お前さんの両親も生まれる前の、遠い昔の話さね。何年も修行を積んできて、そうして、〈双月舞踏〉の知恵と学識に溢れる師匠たちの下での更に困難で過酷なクラスに進んで行ったのだよ。
　Gi'Nanth、お前さんも理解するようになるだろうね。肉体の鍛錬は精神の鍛錬を伴わねばならないことを、そして、この寺院で長い年月を掛けて私達が培ってきた、Riddle'Thar〔Khajiitの神〕の教えと調和するような訓練の定められた秩序が在ることを。さて、私は最後のレベルに到達した。その当時の私は、たとえ超自然的な魔法に訴えるとしても、素手の戦闘では、まずもって誰も打ち勝てない程の腕力と技術を具えていたものだよ。
　その当時、私や私のクラスの仲間たちよりも少しだけ年上のDunmerが一人、寺院で召使として働いていてね。訓練室へ静かに入って来て、それで数分間の掃除を終えたら一言も無しに出て行っていたものだから、私達の中で彼に気を留める者は、長年、誰も居なかったよ。もっとも、何か喋っていたとしても、誰も聞いていなかったろうね。何しろ、私達は練習とレッスンに明け暮れていたものだから。
　そうこうする内に、最後の師匠が私達の内の何人か――私も含まれていたのだけど――に言ったのだよ。もう寺院を去るか、それとも教師になる頃合だ、と。そして、それを祝うために大きな祭りが開かれることになった。しかも、〈たてがみ〉〔※１　Mane〕その人も、恐れ多くも居らっしゃって祝典を御観覧いただけることになってね。私達は今も昔も哲学と格闘の寺院だからね、その祭典の時にも、ディベート大会や武道場での競技会が催された。そこには、一握りのエリートだけでなくて、全学生も参加できるようになっていたよ。
　祭典の初日に、自分の初戦の相手を知ろうと、私は参加者の名簿を調べていた。その時に、後ろの方で会話している声が聞こえてきた。召使たちが、寺院の大僧侶に話し掛けているところだった。その時に初めて、あのDunmerの声と、その彼の名前を聞いたものだったよ。
　『MorrowindでのDunmerたちの戦い〔※２〕に加わりたいという気持ちは理解できるがね、Taren』大僧侶は言っていた。『その知らせを聞いて、私も残念に思っているよ。しかし、お前は何年にも亘って、ここの“名物”になっているからね。居なくなったら、みんな寂しがるだろうよ。私に何か出来ることが在れば、呼んで欲しい』
　『親切に、ありがとうございます』そのDunmerは答えた。『一つ、お願いが在ります。聞き届けて頂ければ良いのですが。この寺院を初めて訪れて以来、学生たちの修行風景を眺めてきましたし、私自身、仕事の合間を縫っては鍛錬を積んできました。ここでは自分は召使に過ぎないこと、それは分かっています。けれど、もしも武道場での競技会に参加させて頂けるならば、その武勲を示せるでしょう』
　あれほど辛い修行を積んだ私達の相手をすることも自分には相応しいとさえ仄めかすものだからね、その何とも生意気な調子に私は失笑を抑えたものだよ。驚いたことに、大僧侶は彼の頼みを聞き入れてね。初心者のレベルの名簿に、そのTaren Omathanの名前を書き加えたのだよ。このニュースを直ぐにでも仲間のエリート学生たちに囁いてみたかったけれど、私の第一試合は数分後に迫っていた。
　十八人の挑戦者を相手にして、その全員を打ち倒していったよ。武道場に集まった群衆は誰もが私の武勇を知っていたからね、それぞれの試合の後には、その予想どおりの結果に礼儀ばかりの拍手喝采を送っていたよ。もちろん私は自分の試合に集中していたのだけれど、でも、この武道場では更に更に観衆を惹き付けるような試合が他で行われていることに、この私も注意を向けざるを得なかったね。彼らはヒソヒソと話し込んでは、それから、どこか別のところに移動を始めてしまったのさ。この私の“破れない／敗れない勝利の数珠つなぎ”よりも、明らかに見ごたえが在って普通ではないような見物〔みもの〕に与かるためにね。
　私達〈双月舞踏〉による最も重要な教えの一つは、自身の自惚れを戒めることだ。その時にも、私は理解している積もりだった。その個人の肉体と精神を同時に鍛え上げることの重要性を、それから、外からの取るに足らない影響を退けることの重要性を。しかし、自分でも認めるがね、その教えを心からは受け入れていなかったのだよ。それで、自分が優秀であると自覚していたものだから、そんな自分を差し置いた観衆の態度に私のプライドは傷つけられてしまったのだよ。
　決勝戦に至って、その優勝を目指す一人として戦うことになった。対戦相手が誰か分かった時には、「自分の威厳が損なわれた」なんていう気持ちから「まったく信じられない」というものに変わっていたね。その相手というのが、あの召使のTarenだったのさ。
　何かの冗談か、はたまた哲学の最終試験に違いないと思ったね。でも、観衆の方を見やってみると、その誰の目つきもにも素晴らしい試合を待ちわびる輝きが灯っていたよ。そして、私は堅苦しく、彼は非常に上品かつ控えめに、お互いに敬意を表する印を交わした。こうして、試合は始まった。
　最初は、すぐに勝負を決める積もりだった。まだ、その武道場で戦うことは勿論、そこを掃除することさえ彼には相応しくないと思っていたからね。今から考えれば、私の理屈は間違っていたよ。何しろ、私と同じく最後のレベルにまで到達した学生たちを、彼は何人も破ってきていたのだからね。私の攻撃には、それと同様の単純な反撃を返そうとしてきた。そのゆったりとしたスタイルに乗せて、動きの読めない洗練された足運びでもって、次の瞬間には素朴な突きと蹴りを繰り出してきたのだよ。私は目も眩むばかりの猛打によって応戦を試みた。しかし、その私の能力を前にしても、彼の顔には恐れも侮りも浮かんではいなかったね。
　戦いは長びいた。自分に敗北が運命づけられていること、それを何時に悟ったのかは覚えていない。でも、そうして試合が終わった後に、その結果には驚かなかったよ。いつもとは違う本当の謙虚さの念を込めて、私は彼にお辞儀をした。しかし、万雷の拍手喝采が響き渡る武道場からの去り際に、どうしても尋ねずには居られなかったよ。どうやって、あなたは人知れず一流の格闘家になれたのですか、と。
　『この寺院では、私は決して昇進することは叶いませんでした』Tarenは答えた。『毎日、エリート・クラスやらビギナー・クラスやらの訓練室を掃除する日々でした。でも、だからこそ、入門したての頃の過ち、教え、そして技術を忘れてしまうような破目には陥らなかったのです。エリート・クラスの師匠は勿論のこと、ビギナー・クラスの師匠の教えにも注意して学び取っていましたからね』
　翌日の早朝、彼は故郷に戻るためTorvalを発った。それから彼は僧侶そして教師になったと人伝に聞いたけれど、それ以来、一度も彼に会うことは無かった。私もまた教師になった。エリートのためだけでなくて、この〈双月舞踏〉で修行を始めたばかりの子供たちのためにもね。そして、こうして失敗談を語り聞かせて、初心を忘れることの無い最高の弟子たちを確実に世に送り出すためにね」
　訳注

　※１　TorvalはElsweyrの都市であり、そのElsweyrのKhajiitたちを支配する血統が〈たてがみ〉〔Mane〕。“血統”とは、その〈たてがみ〉は幾度も転生を繰り返しているためである。
　※２　Morrowindに対する帝国軍の侵攻に関する戦いであろう。
